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システムの動作内容および基本特性を実験により検証するとともに、実験結果を第 2 章、第 4 章の理
論解析結果と比較検討し、よく一致することを見出した。
第 6 章には、本研究によって得られた結論を記述した。
論文の審査結果の要旨
本研究は、ランダムな波形を有する一般的雑音状信号の平均周波数およびその有する微小電力の測
定システムに関して理論的ならびに実験的に解明したもので、その成果を要約すると、次のようにな
る。
(1) リミッタを有する相関検波の方式により、狭帯域雑音状信号の平均周波数および実効帯域幅が
測定できることを明らかにした。妨害雑音、リミッタ特性を考慮した諸特性を明らかにした。
(2) 従来の零交さカウン夕方式との比較を論じ、較正が容易で、あり、大きな周波数変動に対して、
精度がよいなどの点で本方式がより有利で、あることを見出した。
(3) 本方式の入力部は基準正弦波を導入すれば新しい微小電力測定システムが構成できることを提
案し、理論的解析を行ない、妨害雑音の分離測定が可能で、また長時間安定な測定が逐行できるな
どの長所を明らかにした。
以上のように、本研究は、ランダムな信号を取り扱う通信工学の分野において貢献するところが大
である。よって、本研究論文は、博士論文として価値あるものと認める。
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